
連
隊
は
令
和
７
年
３
月
29
日
、

豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
連
隊
創
隊

21
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
た
。

連
隊
は
平
成
16
年
３
月
29
日
に

第
10
師
団
隷
下
部
隊
と
し
て
編
成

完
結
以
来
、
改
編
を
経
て
21
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
祝
っ
た
。
感
謝

状
贈
呈
式
で
は
連
隊
後
援
会
高
橋

様
に
連
隊
長
感
謝
状
を
お
贈
り
し

た
ほ
か
、
記
念
式
典
、
記
念
撮
影
、

ビ
ン
ゴ
大
会
、
会
食
等
を
行
っ
た
。

行
事
に
は
隊
員
と
隊
員
家
族
の
ほ

か
、
連
隊
後
援
会
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会

の
方
々
が
参
加
し
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
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年
の
記
憶
を
振
り
返

り
話
に
花
を
咲
か
せ
た

主な記事
１
面

創
隊
21
周
年
記
念
行
事

２
面

第
４
野
営
、
競
技
会

３
面

人
事
往
来

４
面

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
右
）
記
念
会
食

（
上
）
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

■ 沿革

後援会長会長挨拶

連隊長式辞

炊事班ビンゴゲームOB会長挨拶

家族交流

感謝状贈呈式

21

平成１６年 ３月 創隊
１０月 新潟県中越地震災害派遣

平成１８年 ８月 広島県送水トンネル崩落事故災害派遣
平成１９年 ７月 新潟県中越沖地震災害派遣
平成２３年 ３月 東日本大震災災害派遣
平成２６年 ３月 創隊１０周年

第１０師団隷下から
中部方面混成団隷下に

対戦車中隊廃止、第５中隊新編
平成２８年１１月 連隊検閲初受閲
平成３０年 ７月 西日本豪雨災害派遣

＊連隊として即応予備自衛官初参加

令和 元年 ７月 連隊検閲受閲
令和 ３年 ３月 シンボルマーク変更
令和 ４年１２月 連隊検閲受閲
令和 ６年 １月 令和６年能登半島地震災害派遣

３月 創隊２０周年

初代シンボルマーク



連
隊
は
令
和
７
年
３
月
５
日

に
令
和
６
年
度
連
隊
武
装
断
郊

走
競
技
会
を
、
３
月
７
日
に
令

和
６
年
度
連
隊
機
関
銃
射
撃
競

技
会
を
実
施
し
、
戦
技
能
力
向

上
、
団
結
の
強
化
及
び
士
気
の

高
揚
を
図
っ
た
。

連
隊
武
装
断
郊
走
競
技
会
は

駐
屯
地
内
に
設
定
さ
れ
た
４
㎞

の
コ
ー
ス
を
戦
闘
服
に
鉄
帽
、

水
筒
な
ど
の
装
備
を
身
に
着
け
、

５
～
６
名
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

で
走
破
す
る
も
の
で
、
コ
ー
ス

に
は
無
線
機
操
作
及
び
負
傷
者

救
護
処
置
・
担
架
搬
送
エ
リ
ア

が
設
置
さ
れ
、
激
動
時
に
お
け

る
冷
静
な
無
線
機
操
作
や
チ
ー

ム
で
力
を
合
わ
せ
た
担
架
搬
送

が
必
要
と
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ

た
。
チ
ー
ム
の
走
行
タ
イ
ム
で

競
う
チ
ー
ム
の
部
と
各
中
隊
の

チ
ー
ム
の
平
均
タ
イ
ム
で
競
う

中
隊
の
部
が
設
定
さ
れ
、
個
人

の
走
力
は
も
と
よ
り
、
激
動
時

（２）第４９普通科連隊広報紙「よくゆく」 第１６８号 令和７年４月３日発行

連
隊
は
令
和
７
年
１
月
９
日

か
ら
１
月
17
日
ま
で
の
間
、
あ

い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
令
和

６
年
度
第
４
次
連
隊
野
営
訓
練

を
実
施
し
た
。
こ
の
間
、
第
２

次
連
隊
訓
練
検
閲
（
統
裁
官

連
隊
長
、
受
閲
部
隊

第
５
中

隊
、
情
報
小
隊
及
び
通
信
小

隊
）
を
実
施
し
て
、
各
指
揮
官

の
状
況
判
断
及
び
実
員
指
揮
、

各
隊
員
の
基
本
基
礎
等
の
練
度

を
評
価
・
判
定
し
た
。
今
回
、

寒
波
に
よ
る
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

積
雪
寒
冷
の
厳
し
い
環
境
下
で

の
訓
練
検
閲
と
な
っ
た
。

統
裁
官
は
訓
練
前
に
行
っ
た

訓
示
で
「
執
念
を
持
っ
て
、
役

割
を
果
た
せ
」
「
基
本
・
基
礎

の
徹
底
・
確
行
」
「
安
全
管
理
、

健
康
管
理
、
物
品
管
理
」
の
３

点
を
要
望
し
、
「
中
隊
長
、
小

警
戒
す
る
小
銃
小
隊
（
５
中
隊
）

令和６年度第４次連隊野営・第２次連隊訓練検閲

裁
官
は
「
隊
員
全
員
が
本
訓
練

検
閲
で
得
た
教
訓
を
資
に
、
今

後
更
に
訓
練
に
励
み
引
き
続
き

部
隊
の
練
度
の
維
持
・
向
上
を

図
る
べ
く
、
日
々
の
訓
練
に
邁

進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

述
べ
検
閲
を
締
め
く
く
っ
た
。

隊
長
を
核
心
と
し
て
こ
れ
ま
で

練
成
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し

て
目
標
を
達
成
し
、
本
訓
練
が

実
り
多
き
も
の
に
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

検
閲
課
目
を
陣
地
防
御
と
し
、

第
５
中
隊
は
連
隊
の
主
戦
闘
地

域
守
備
部
隊
と
し
て
、
地
形
を

利
用
し
、
情
報
・
火
力
・
障
害

を
連
携
し
て
組
織
化
し
た
戦
闘

力
に
よ
り
強
じ
ん
な
防
御
戦
闘

を
行
っ
た
。
情
報
小
隊
は
連
隊

の
任
務
遂
行
に
必
要
な
情
報
収

集
を
実
施
、
通
信
小
隊
は
有
線

及
び
無
線
通
信
網
の
構
成
・
維

持
・
運
用
を
実
施
し
た
。
各

中
・
小
隊
の
即
応
予
備
自
衛
官

も
訓
練
招
集
さ
れ
、
常
備
自
衛

官
と
即
応
予
備
自
衛
官
が
一
体

と
な
り
任
務
に
あ
た
っ
た
。

検
閲
後
の
講
評
に
お
い
て
統

検

閲

優

秀

隊

員

連
隊
長
表
彰

即
２
曹

浅
野

良
彦

即
２
曹

佐
野

貴
之

即
２
曹

山
田

貴
史

最
先
任
上
級
曹
長
表
彰

即
２
曹

三
輪

忠
治

即
２
曹

中
村

玄
久

即
士
長

北
山

尚
歩

第
５
中
隊

連
隊
長
表
彰

３
曹

奥
田

涼
太

最
先
任
上
級
曹
長
表
彰

即
２
曹

大
友

敬
行

連
隊
長
表
彰

即
２
曹

浅
野

宏
治

最
先
任
上
級
曹
長
表
彰

即
２
曹

高
良

大
泉

情
報
小
隊

通
信
小
隊

敵状監視（情報小隊） 有線構成（通信小隊）

指揮を執る即自分隊長（５中隊）

令
和
６
年
度
武
装
断
郊
走
競
技
会

・
令
和
６
年
度
機
関
銃
射
撃
競
技
会

機関銃射撃競技会

令
和
６
年
度

武
装
断
郊
走
競
技
会

中
隊
の
部

優
勝

第
２
中
隊

準
優
勝

第
４
中
隊

第
３
位

第
３
中
隊

チ
ー
ム
の
部

第
１
位

本
部
管
理
中
隊

チ
ー
ム
川
井

第
２
位

第
１
中
隊

チ
ー
ム
阿
部

第
３
位

第
２
中
隊

チ
ー
ム
高
野

令
和
６
年
度

連
隊
機
関
銃
射
撃
競
技
会

中
隊
の
部

優
勝

第
１
中
隊

準
優
勝

第
２
中
隊

個
人
の
部

第
１
位

第
４
中
隊安

達
３
曹

第
２
位

第
１
中
隊井

上
２
曹

第
３
位

第
２
中
隊小

坂
２
曹

に
お
け
る
冷
静
な
行
動
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
様
々

な
要
素
で
順
位
が
変
動
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
競
技

の
結
果
、
中
隊
の
部
で
は

平
均
タ
イ
ム
を
２
位
に
１

分
以
上
の
差
を
つ
け
た
第

２
中
隊
が
優
勝
し
、
チ
ー

ム
の
部
で
は
本
部
管
理
中

隊
の
チ
ー
ム
川
井
が
第
１

位
と
な
っ
た
。

連
隊
機
関
銃
射
撃
競
技

会
は
５
．
５
６m

m

機
関
銃

M
I
N
IM
I

の
射
撃
精
度
を
競

う
も
の
で
、
各
普
通
科
中

隊
（
第
１
～
５
中
隊
）
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
３
名
の
機
関

銃
手
が
選
抜
さ
れ
て
競
技

に
参
加
し
、
日
々
の
練
成

成
果
を
競
っ
た
。
競
技
は

中
隊
の
平
均
得
点
及
び
個

人
の
獲
得
得
点
で
順
位
が

決
定
さ
れ
た
。
競
技
の
結

果
、
中
隊
の
部
は
第
１
中

隊
が
優
勝
、
個
人
の
部
は

第
４
中
隊
安
達
３
曹
が
第

１
位
と
な
っ
た
。

競
技
結
果

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
疾
走
す
る

冷静な処置が求められた救急処置



連
隊
本
部
へ

１
尉

石
川

公
文
（
体
育
学
校
・
朝
霞
）

第
３
中
隊
へ

１
尉

尾
﨑

勝
繁
（
１
０
９
教
・
大
津
）

重
迫
撃
砲
中
隊
へ

２
尉

園
部

雄
三
（
15
即
機
・
善
通
寺
）

２
曹

髙
橋

昌
也
（
14
普
連

・
金

沢
）

２
曹

平
田

仁
康
（
35
普
連

・
守

山
）

３
曹

船
木

孝
明
（
37
普
連

・
信
太
山
）

重
迫
撃
砲
中
隊
へ

２
曹

山
﨑

奨
平
（
14
普
連

・
金

沢
）

２
曹

園
田

賢
司
（
10
師
付

・
守

山
）

本
部
管
理
中
隊

即
２
曹

齋
藤

盛
仁

同

即
２
曹

渡
會

浩
太

第
１
中
隊

即
２
曹

鎧
澤

晴
彦

同

即
３
曹

村
田

秀
治

第
２
中
隊

即
２
曹

淺
津

啓
太

同

即
２
曹

髙
田

政
佳

同

即
２
曹

田
中

禎
人

第
３
中
隊

即
２
曹

大
野

晋

同

即
２
曹

木
下

俊
一

同

即
２
曹

粉
川

誠
司

同

即
２
曹

杉
山

豊

同

即
２
曹

義
平

誠

第
４
中
隊

即
曹
長

判
明

寛
史

第
５
中
隊

即
２
曹

岡
島

功
吉
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防
衛
大
臣
表
彰

（
30
年
）

陸
上
幕
僚
長
表
彰
（
20
年
）

第
２
中
隊

即
１
曹

大
庭

哲
也

中
部
方
面
総
監
表
彰
（
10
年
）

本
部
管
理
中
隊

即
２
曹

花
山

拡
平

同

即
士
長

三
木

篤

第
１
中
隊

即
士
長

安
部

弘
記

第
２
中
隊

即
２
曹

奥
宮

伸
佳

同

即
３
曹

木
山

和
海

同

即
３
曹

清
水

勇
士

第
３
中
隊

即
２
曹

竹
田

章
訓

同

即
３
曹

有
家

康
太

同

即
士
長

松
山

虎
志

同

即
士
長

丸
山

大
輔

第
４
中
隊

即
３
曹

松
田

純
明

同

即
士
長

黒
井

信
彦

同

即
士
長

森
田

恵
子

第
５
中
隊

即
３
曹

丹
羽

司

同

即
３
曹

森

貴
宏

同

即
３
曹

山
口

和
樹

同

即
士
長

井
上

大
介

同

即
士
長

住
田

芳
雄

重
迫
撃
砲
中
隊

即
３
曹

菅
原

裕
之

連
隊
本
部
へ

１
尉

堤

広
之
（
５

中
）

２
尉

宮
林

純
平
（
２

中
）

２
尉

南
山

太
志
（
３

中
）

本
部
管
理
中
隊
へ

２
曹

岸
田

和
哉
（
１

中
）

２
曹

山
本

晃
大
（
３

中
）

２
曹

今
西

健
太
（
５

中
）

第
１
中
隊
へ

１
尉

石
川

公
文
（
連

本
）

第
３
中
隊
へ

２
曹

山
本

祐
紀
（
本

管
）

第
５
中
隊
へ

１
尉

中
井

伸
夫
（
連

本
）

第
３
中
隊
か
ら

３
佐

祝

昌
行
（
４
曹
教

・
大

津
）

本
部
管
理
中
隊
か
ら

２
曹

西

信
広
（
中
業
支

・
市
ヶ
谷
）

第
３
中
隊
長

１
尉

尾
﨑

勝
繁

第
１
中
隊
長

１
尉

石
川

公
文

第
４
中
隊
長

１
尉

佐
々
木

勝
成

連
隊
本
部
へ

３
佐

坂
脇

誠
（
11
師
司
・
真
駒
内
）

１
尉

田
中

智
洋
（
12
普
連
・
国

分
）

本
部
管
理
中
隊
へ

２
曹

森
本

秀
義
（
33
普
連
・
久

居
）

３
曹

小
池

翔
太
（
14
普
連
・
金

沢
）

第
１
中
隊
へ

１
尉

藤
波

孝
之
（
中
混
本
・
大

津
）

曹
長

竹
部

悟
史
（
高
工
校
・
武

山
）

第
２
中
隊
へ

２
尉

内
田

孝
人
（
17
普
連
・
山

口
）

２
曹

竹
田

大
司
（
14
普
連
・
金

沢
）

３
曹

川
西

健
太
（
33
普
連
・
久

居
）

第
４
中
隊
へ

１
尉

佐
々
木

勝
成
（
北
監
部
・
札

幌
）

３
曹

牧
野

敏
志
（
33
普
連
・
久

居
）

第
５
中
隊
へ

２
曹

岩
間

昌
彦
（
部
訓
評
・
北
富
士
）

連
隊
本
部
か
ら

３
佐

落
司

和
哉
（
統
幕
監
部
・
市
ヶ
谷
）

１
尉

本
田

千
佳
人
（
富
士
学
校
・
富

士
）

本
部
管
理
中
隊
か
ら

１
曹

惠

竜
太
（
静
岡
地
本
・
静

岡
）

１
曹

佐
々
木

学
（
豊
川
駐
業
・
豊

川
）

１
曹

炭
谷

範
之
（
春
日
井
業
・
春
日
井
）

１
曹

佐
藤

道
仁
（
普
教
連

・
滝
ヶ
原
）

２
曹

正
村

直
希
（
14
普
連

・
金

沢
）

第
１
中
隊
か
ら

３
佐

佐
藤

邦
浩
（
中
方
監
部
・
伊

丹
）

２
尉

山
﨑

文
明
（
大
宮
駐
業
・
大

宮
）

３
曹

南

隆
（
２
普
連

・
高

田
）

第
２
中
隊
か
ら

曹
長

棈
松

勇
多
（
中
方
監
付
・
伊

丹
）

１
曹

吉
田

隆
浩
（
愛
知
地
本
・
名
古
屋
）

第
３
中
隊
か
ら

２
曹

堀
内

康
生
（
37
普
連

・
信
太
山
）

第
４
中
隊
か
ら

３
佐

荒
川

雄
亮
（
中
方
監
部
・
伊

丹
）

２
曹

愛
須

良
（
14
普
連

・
金

沢
）

２
曹

加
藤

芳
隆
（
32
普
連

・
大

宮
）

第
５
中
隊
か
ら

２
曹

村
田

文
雄
（
14
普
連

・
金

沢
）

２
曹

兼
田

崇
弘
（
10
後
支
連
・
春
日
井
）

３
曹

小
林

宏
之
（
部
訓
評

・
北
富
士
）

重
迫
撃
砲
中
隊
か
ら

１
尉

沢
田

真
介
（
37
普
連

・
信
太
山
）

１
曹

大
原

進
（
35
普
連

・
守

山
）

２
曹

山
田

晃
嘉
（
守
山
駐
業
・
守

山
）

２
曹

半
田

大
介
（
14
普
連

・
金

沢
）

第
５
中
隊

即
３
曹

奥
野

佳
則

同

即
３
曹

竹
内

亮
平

同

即
３
曹

中
村

茂
弘

重
迫
撃
砲
中
隊

即
１
曹

冨
尾

昌
弘

本
部
管
理
中
隊

即
３
曹

木
山

雄
介

同

即
３
曹

森

勝
正

同

即
士
長

池
淵

な
お
み

同

即
士
長

山
端

健
太

第
１
中
隊

即
士
長

岸
澤

亮

第
２
中
隊

即
士
長

坂
井

亮
哉

同

即
士
長

柴
田

駆

同

即
士
長

藤
原

隼
斗

第
３
中
隊

即
士
長

鈴
木

芳
朝

第
４
中
隊

即
３
曹

又
川

翔
太

同

即
士
長

宮
城

和
章

同

即
士
長

山
田

大
樹

第
５
中
隊

即
３
曹

諏
訪

達
也

同

即
士
長

新
村

拓
未

同

即
士
長

永
田

浩
一
郎

同

即
士
長

長
畑

聡
真

重
迫
撃
砲
中
隊

即
士
長

根
岸

翔

中
部
方
面
混
成
団
長
表
彰
（
５
年
）

第
３
科
長

３
佐

坂
脇

誠

令

和

６

年

度

即

応

予

備

自

衛

官

永

年

勤

続

者

表

彰
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３
等
陸
佐
へ

第
２
中
隊

友
田

進

１
等
陸
尉
へ

第
３
中
隊

足
立

俊
宏

重
迫
撃
砲
中
隊

園
部

雄
三

２
等
陸
尉
へ

連
隊
本
部

濵

大
輔

陸
曹
長
へ第

１
中
隊

志
村

暁
崇

第
２
中
隊

棈
松

勇
多

1
等
陸
曹
へ

本
部
管
理
中
隊

田
中

伸
明

第
１
中
隊

枝
野

継
一

同

佐
々
木

喜
則

第
３
中
隊

井
林

悠
一

２
等
陸
曹
へ

第
２
中
隊

桑
山

和
也

第
４
中
隊

杉
山

俊
喜

第
５
中
隊

兼
田

崇
弘

同

今
西

健
太

第
４
級
賞
詞
（
５
万
㎞
）

本
部
管
理
中
隊

２
曹

正
村

直
希

第
２
中
隊

３
曹

北
嶋

良
人

第
４
級
賞
詞
（
10
万
㎞
）

第
３
中
隊

２
曹

矢
澤

信
也

連
隊
後
援
会

高
橋

秀
明

様

第
49
普
通
科
連
隊

ベ
ス
ト
８

重
迫
中
隊

３
曹

鈴
木

祥
太
郎

車
両
無
事
故
走
行

令
和
６
年
度
連
隊
長
感
謝
状

農

林

水

産

大

臣

感

謝

状

（
能
登
半
島
地
震
救
援
任
務
）

第
40
回
全
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会

第
50
回
全
国
自
衛
隊
剣
道
大
会

団
体
戦
女
子
優
勝

第
１
中
隊

２
曹

飯
米
場

梢


